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内容の要旨および審査の結果の要旨
抗菌剤投与に関連してみられる偽膜性大腸炎の発症にClostridiumdifficileの産生毒素が重要な役割
を果たしていることが知られているが、抗菌剤による下痢の病因については未だ不明の点が多く、従って
臨床診断上の混乱が見られる。そこで著者は、６年４カ月間に取り扱った215例を対象に、１）種々の病
態における糞便中のQdifficile及びその毒素の保有状況、２）抗菌剤投与中に下痢の見られた症例におけ
る本菌及び毒素の検出状況と大腸内視鏡像との対比、３）Odifficile検出例の内視鏡的特徴と、病期、生
検組織像、原因薬剤、臨床像、経過との対比、４）剖検例における病変分布と発症要因について検討した。
得られた成績は次の如くである。
１）抗菌剤投与を受けていない例の糞便からはOdifficileは3／29(10.3％)、毒素は1／18(5.6％）に
検出され、抗菌剤投与を受けているが下痢のない症例ではそれぞれ8／24(33.3％)、２／18(11.1％)、抗
菌剤投与中の下痢例では、各々109／215(50.7％)、２２／36(61.1％）に検出された。２）抗菌剤投与中の
下痢例96例で細菌学的検査と大腸内視鏡検査所見とを対比したところ、内視鏡的に偽膜性病変を示した
全例でQdifficileが検出された。一方、本菌の検出された60例のうち、内視鏡的に偽膜性病変を認めた
ものは51.7％で、33.3％は非特異的腸炎像、１０％はほぼ正常であった。Ｃ・difficile非検出36例では偽膜性
病変を認めた例はなく、非特異的腸炎33.3％、ほぼ正常30.6％、抗菌剤投与と直接は関係のない虚血性
腸炎、結腸癌などが36.1％に見られた。３）Odifficne検出例のうち、偽膜性大腸炎例は非特異的腸炎例
に比して発熱、白血球増多、低蛋白血症の程度が重いが、両群間でQdifficileの菌量、毒素力価に差は見
られなかった。４）剖検例の検討から病変分布に関し、横行結腸より口側にのみ偽膜性病変を認めた例は
16.6％で、内視鏡検査が左半結腸に留まった場合には見落としの可能性がある。背景疾患の検討から、腸
管の虚血、腸管内容のうっ滞が本症の誘因である可能性が示唆された。
以上本論文は、多年にわたる臨床観察を基礎に、抗菌剤による下痢症に関し細菌学的検索、内視鏡的観
察および臨床像、剖検所見を組合せて詳細に対比検討し、本症の解明に多くの知見をもたらし、更に、診
断上留意すべき有意義な情報を与えた点で高く評価される。
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